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ISO/TC 127（土工機械）2013年 10月東京での 
日本主催国際作業グループ会議報告

・  ISO/TC 127/SC 3/WG 4（ISO 15818つり上げ及び固縛箇所）国際作
業グループ会議
・  ISO/TC 127/SC 2/WG 25（危険検知装置及び視覚補助 ISO 16001改正）
国際作業グループ会議

標準部会

2013  10 ݄に国ࡍ標準Խ機ߏ I4O/TC 127（工
機械ઐҕһձ）の日本が୲する工機械の国ࡍ標
準Խを検౼する国ࡍ作業άループձٞが東京の機械ৼ
ձؗڵ B3-3 ձٞࣨで։࠵され，ڠձ標準部ձ I4O/
TC 127 工機械ҕһձのࢯ࡚ٶ，出Ӝࢯがそれͧれ
ձٞのコンビナー（ট集ऀ，I4O の作業άループの主
ࠪをコンビナーと称する）として各ձٞを運営したの
で，事ہからそのձٞにؔして報告する。

1．  ISO/TC 127/SC 3/WG 4（つり上げ及び固
縛箇所 ISO 15818）国際作業グループ会議

1.1　開催日：ฏ 25  10 ݄ 23 日（ਫ）（終日），24
日（）（ޕલ），
1.2　出席者：I4O の 1 メンバー国（別ҕһձへ
のੵࢀۃ加国）4 カ国から 20 名の出੮
・  ถ国 AN4Iɿ4 名ᴷ C3OWELL CATE31ILLA3） ࢯ

ࣾ），WEI3E4 DEE3E） ࢯ ࣾ）， NEVA ʗࢁే） ࢯ
BOBCAT ࣾ），6H3ICH VE3MEE3） ࢯ ࣾ）

・ӳ国 B4Iɿ1 名ᴷ CAM4ELL CB+） ࢯ ࣾ）
・  ドイπ国 DINɿ4 名ᴷ HA3TDEGEN ドイπ国）ࢯ

法 的 ଛ  保 ݥ の 建 設 業 ৬ 業 保 ݥ  合 BGBBV），
HO''MANNࢯ （36D ,FUUFnࣾ）LIEBHE33） ࢯ''36 
ࣾ），G3OE3 コマπ） ࢯ HANOMAG ࣾ）

・  日本 +I4C（࢈ࡁܦ業লの৹ٞձで͋る日本工業標準
調ࠪձ +I4C が I4O のձһஂମとして I4O のձඅを
国අによって負୲している）ɿ11 名ᴷࢯ࡚ٶ，出Ӝࢯ，
田ؙࢯ（コマπ），࠭ଜࢯ，（日ཱ建機），২田ࢯ，౻
本ࢯ（コベルコ建機），ཱࢯ，大ݪ，ࢯ田ࢯ（Ωϟ
タピラージϟパン），খ，（ڠձ事ہ）

・  コンビナー݉プロジΣクトリーダ（以下 1L）ɿ上ه
のࢯ࡚ٶ

（従来経緯）：I4O 15818ʠ工機械ᴷͭり上͛ٴ
びݻറՕॴᴷ性能ཁٻ事߲ʡは，油圧ショベル，
ϒルドーβなど工機械を工場から出荷，また，
にクレーンでͭり上ࡍ場へとҠ動するݱ場からݱ
͛たり，また機械をトレーラなどにせて運ൖす
るࡍに荷にݻ定するࡍの，機械ଆのアイその他
の強度などにؔするもので，国内でも時ʑ発ੜし
ている機械のトレーラからのམによる交௨事ނ
などのରࡦのࢿとして日本୲で検౼してい
るが，各国・Ҭによりトレーラଆの形状，ݻറ
用ϑックなどの装備にࠩҟが͋ること，近 E6
などで՟༌ૹのࡍのݻറなどにؔする法ྩٴび
規格が整備されͭͭ͋るもののԤभ内部でも国に
より事情のࠩҟが͋ることなどから，৹ٞがߤ
し，最終国ࡍ規格Ҋ 'DI4 のථは 2 回にΘたっ
てෆঝ認，数回の作業άループձٞをܦて݁ہ
いったΜ DI4（照ձஈ֊）にして࠶ථとなり，
そのࡍの各国意ݟを検౼するため，作業άループ
。ঌ集となった࠶
（概要）：ࠓ回提示のҊจでは，Ԥभଆのたすきֻ
けݻറをલ提として機械ଆのアイなどの強度を規
定する方向が࠶確認された。たͩし，トレーラଆ
の事情が日・ถ・Ԥでҟなることから，国内では
機械ଆのアイから 1 Օॴ͋たりԿ本かのチΣーン
でࢄして荷ଆのෳ数ϑックにͭな͙こととな
Ζうこと，大形の機械などで，たすきがけݻറͩ
けでは容量がෆする場合にؔしてରࡦが付هさ
れているがそれをめ͙るٞも͋り，また，ݻറ
具の安全率がԤभではث 2 にରして日ถは 4 ない
しそれ以上とҟなる点などがっていることも
͋って，݁࠶ہ度ୈ 2 ࣍ DI4 ථ実ࢪとなった。
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1.3　前回ミュンヘン作業グループ会議結果・親分科
委員会 ISO/TC 127/SC 3ブラジル会議結果・ISO/DIS 

15818再投票結果の説明：װ事事取ѻから，2012
 10 ݄の（日本はٞ・װ事国で͋るが೦ながら
事情によりܽ੮）I4O/TC 127/4C 3 ϒラジル国プラ
イア・ド・ϑΥルチ国ࡍձٞでのܾٞによって，従来
'DI4（最終国ࡍ規格Ҋ）で͋ったが，（I4O ٕज़管理
ධٞձ TMB による）日程ԆによるҊ݅の自動Ωϟ
ンセル（その場合，Ҋ݅࠶։には TMB のঝ認がඞཁ）
を͙ため（ศٓ的なॲ理では͋るが）いったΜҕһ
ձଆからҊ݅を取り下͛，ͪに DI4（照ձݪҊ）ஈ
֊にして࠶։することがܾ定されたこと，続いて，
I4O/DI4 15818:2013 はථに付されঝ認されたが，
そのࡍの各国意ݟにରするର応を検౼するため，ࠓ回
I4O/TC 127/4C 3/WG 4 ձٞをট集とઆ明された。
1.4　ISO/DIS 15818に対する各国意見及びコンビナー
兼 PLの対応案並びにそれを反映させた案文の検討：
コンビナーのࢯ࡚ٶは，各国意ݟへの 1L ର応Ҋで
TBD（ࠓ後ٞ）とされているՕॴにؔして検౼を
ཁした。併せてࢯ࡚ٶの用意した加ࢿ料ٴび২田
。料も検౼したࢿの用意した加ࢯ
1.5　案文の（ISOの作業としての設定）段階の決定
に関する論議：コンビナーのࢯ࡚ٶは 'DI4（最終国
ථ）へਐめることを提Ҋしたが，各国ઐՈの中ࡍ
には࣍回ථではࢍථで͋ってもٕज़的意ݟを提
出可能なஈ֊とすきとの意ݟも͋り，この点から，
࣍回ථはୈೋ࣍ DI4（照ձݪҊ）ථとすることと
された。
1.6　当面の宿題事項
・  1L は 10 ݄までにվ定Ҋจを I4O/TC 127/4C 3/

WG 4 に回付する。
・  1L はӳޠを国ޠとするઐՈにӳจをクリスマ

スまでにվળすることをґཔする。
・  続いて 1L は I4O/TC 127/4C 3/WG 4 各国ઐՈ

にվળされたҊจを 2014  1 ݄までに確認する
ようཁする。

・  I4O/TC 127/4C 3 事国は，վળされたҊจをװ
I4O 中ԝ事ہに 2014  2 ݄中०までに提出する。

2．  ISO/TC 127/SC 2/WG 25（危険検知装置及
び視覚補助 ISO 16001改正）国際作業グルー
プ会議

2.1　開催日：ฏ 25  10 ݄ 24 日（）（ޕ後），25
日（ۚ）（終日）
2.2　出席者：I4O の 1 メンバー国（別ҕһձへ
のੵࢀۃ加国）4 カ国から 23 名の出੮
・  ถ国 AN4Iɿ4 名ᴷ C3OWELL CATE31ILLA3） ࢯ

ࣾ），WEI3E4 DEE3E） ࢯ ࣾ）， NEVA ࢁే） ࢯ /
BOBCAT ࣾ） 6H3ICH VE3MEE3） ࢯ ࣾ）

・  ӳ国 B4Iɿ2 名ᴷ CAM4ELL CB+） ࢯ ࣾ），HAN4ON-
ABBOTT B3IGADE EMFDUSPniDT）ࢯ ࣾ）

・  ドイπ国 DINɿ4 名ᴷ HA3TDEGEN ドイπ国）ࢯ
法的ଛ保ݥの建設業৬業保ݥ合 BGBBV），
,IE4EWALTE ドイπ国の機械サービスؔ連）ࢯ
ஂମ VDB6M），36'' LIEBHE33） ࢯ ࣾ），G3OE3
コマπ） ࢯ HANOMAG ࣾ）

・  日本 +I4C（日本工業標準調ࠪձ）ɿ13 名ᴷ出Ӝࢯ，
২田，（日ཱ建機）ࢯݹ，ࢯଜ࠭，（コマπ）ࢯݪ
ݪ，ࢯ大，ࢯཱ，（コベルコ建機）ࢯ本౻，ࢯ
田ࢯ（Ωϟタピラージϟパン），ઘࢯ（ॅ༑建機），
ձ事ڠ）খ，，（インロッドネット）ࢯٱ
ہ）

・  コンビナー݉プロジΣクトリーダ（以下 1L）ɿ上ه
の出Ӝࢯ

（経緯）：近，CCTV ؔ連ٕज़のਐา・低価格
Խがਐみ，ෳ数カメラからの画૾をॲ理してௗᛌ
ਤ方式でϞχタにөすٕज़が実用Խされているこ
とも͋り，日本から I4O 16001�+I4 A 8338ʠ
工機械ᴷݥة検装置ٴび視֮ิॿ（装置）ᴷ性
能ཁٻ事߲ٴび試ݧʡのվ正を新業提Ҋしてঝ
認され，出Ӝࢯをコンビナー݉プロジΣクトリー
ダとして国ࡍ作業άループ I4O/TC 127/4C 2/
WG 25 を設ཱして検౼することとなったので，
そのୈ 1 回ձ合を東京で։࠵することとなった。
（概要）：ࠓ回提示のվ正Ҋจでは，画૾ॲ理によ
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るௗᛌਤ方式ٴび画૾のパターン認ࣝによる画૾
検方式にؔして日本から提Ҋし，1Lݥة の出
Ӝࢯからは，このはٕज़ਐาがいので，ݱ
状ٕज़をૣٸに標準Խしてීٴをਤることを優先
したいࢫを強調しており，この方向性が（ࠓ回出
੮していないメンバーؚめ）各国にडけೖれられ
ることを期したい。

2.3　コンビナー兼 PLの報告：I4O 16001（�+I4 A 8338）
վ正の新業提Ҋは（ථの݁Ռ）ঝ認され，そのࡍ
に提出された各国意ݟは（ථ後に提出されたものも
ؚめ）整理したことがઆ明された。また，新業提Ҋ
のࡍにఴ付したվ正Ҋจは֓ཁͩけͩったので 1L が
վ正Ҋ全จを準備のࢫ，આ明された。
2.4　各国専門家の報告：コンビナーの出Ӝࢯが，各
国ઐՈの報告をٻめ，࣍のプレθンがߦΘれた。
料を用いてҊจの（新規の）ෟଐॻࢿ，ҕһがݹ  ・

H をઆ明した。આ明内容は，ө૾によるݥة検装
置（HDV）のٕज़的എܠ，画૾合境界のѻいな
どのཁ点，試ݧ実ࢪ事߲などで͋る。

・  ઘҕһが，ࢿ料を用いて画૾の形状認ࣝ（パター
ン認ࣝ）をෟଐॻ H にؚめ，これによってཁٻ基
準を機の性能に応じたものにすきとઆ明した。
内容は，自動車などでのҠ動ମ検出ٕज़・画૾パター
ン認ࣝにؔするٕߦݱज़をઆ明し，ߦݱのෟଐॻ H
の円状の試ݧମはҠ動ମ検出には適してもパター
ン認ࣝには適さないので，（طଘの）ෟଐॻ C に͋
るਓମの使用も認めるき，また，検ྖҬを機械
の性能に応じたものとすきなどの点で͋る。

・  ࠭ ଜҕһが，ࣛౡ建設のアラウンドウΥッチϟにؔ
するࢿ料を使用してプレθンをߦった。
  　なお，このアラウンドウΥッチϟにؔするプレθ
ンࢿ料をӳ༁して国ࡍ作業άループ I4O/TC 127/
4C 2/WG 25 に配すきとされた。また，このٕ
ज़をෟଐॻ E（超音波トランスポンダ方式）にؚめ
ることができないかとのࢦఠが͋ったが，このٕज़
はΉしΖෟଐॻ '（高周波無線トランスポンダ方式）
のҰ種とߟえられる。

2.5　ISO 16001改正案文及び各国意見に対する PL所
見の検討：1L の出Ӝࢯが，配Ҋจのཁ点（ߦݱ൛
I4O 16001 からのվ正点）をઆ明の後，I4O 16001 վ
正の新業提Ҋ時の各国意ݟとそれにରする 1L ॴݟ
の検౼などをߦった。
・  新業提Ҋ時の意ݟは，ΉしΖߦݱ൛ I4O 16001:2008

にରする意ݟがଟかったが，それらをؚめ検౼し，
Ұ部はҊจにંり込Ήこととした。

・  ӳ国の（ܽ੮した）ઐՈからの新規Ҋจ I4O/
WD 16001 ൛ߦݱびٴ I4O 16001:2008 にରする意
料のࢿを示すݟ 22 ݅のうͪ，時間切れで未検౼と
なった 4 ݅をআく各事߲を検౼し，Ұ部はҊจにં
り込Ήこととした。
  　これらの検౼事߲のうͪ，可能な範囲で（さらに
検౼ཁの事߲も͋る）Ҋจにөさせた。

・  Օ 1（適用範囲）で検ྖҬ内のʠਓをؚΉରʡ
の検を適用範囲とした。

Օࡉ  ・ 4.7（警報機ث動作ෆ能）で，警報機ثの
動作ෆ能Խにؔして，ೋஈ֊式の機ثはこのཁٻ事
߲をຬするとされた。

・  ෟଐॻ A（HD4 びٴ VA のબ定）の A.3（HD4 ٴ
びVAのબ定）でHD4ٴびVAのબ定のཁ݅として，
ਓ（าऀߦ）を他のোからࣝ別する能力をه。

・  ෟଐॻ A の表 A.1（HD4 びٴ VA のॴٴびॴྫ）
で超音波方式・外線方式などのॴとしてਓと他
のରをબしないࢫをه。

・  ෟଐॻ A の表 A.1 に（ܽ੮した）ϑランスの意ݟ
として画૾のパターン認ٕࣝज़にؔしてه。

・  Ҋจに新規加のෟଐॻ G（ௗᛌਤ方式画૾表示な
どの性能ཁٻ事߲ٴび試ݧにؔするิ事߲）のG.2

（試ݧମ）で試ݧମは円பと͋るのを部のดじた
円とम正。
2.6　当面の作業
2.6.1　宿題事項

料をؚめձٞで使用ࢿ事事取ѻは，ࣛౡ建設のװ  ・
した全จॻٴびձٞ報告をཌि（11 ݄ 1 日）ま
でに配とされた。
付هɿこれらは
－  国ࡍ作業άループձٞٞ事Ҋにରする報告ॻき込

み
－  ձٞでの定的վ定Ҋจ
－  新業提Ҋ時各国意ݟにରするձٞでの定的ର

応
－  ӳ国の（ܽ੮した）ઐՈからの意ݟにରするձ

ٞでの定的ର応
－  ࣛ ౡ建設ઐՈのࢿ料ʠアラウンドウΥッチϟʡ 

のӳ༁
－  （ӳ国の（ܽ੮した）ઐՈの૾ڸにؔする意ݟ

WEI3E4 （のରҊは別్配ࢯ
事事取ѻは，Պҕһձװ  ・ I4O/TC 1274C 2

のװ事国（ถ国）ٴびԤभ標準Խ機ؔのઐҕһձ
CEN/TC 151 のװ事国（スウΣーデン）にࢀ照規
格の配をཁすることとされた。

・  HAN4ON-ABBOTT に全てのෟଐॻを検౼してࢯ



101建設機械施工 Vol.65　No.12　December　2013

機ث供څ業ऀのཱ場からॴཁの提Ҋをまでに提
出することをٻめた。

・  1L は国内ઐՈのࢧԉをಘて，1 ݄までにվ定
Ҋจを準備することとされた。

・  C3OWELL にࢯ LIDA3 ライダー（LiHhU DFUFDUiPn 
Bnd 3BnHinH ޫ 検 出 ٴ び ଌ  LBTFS ImBHinH，ڑ
DFUFDUiPn Bnd 3BnHinHレーβー画૾検出ٴびଌڑ）
にؔするࢿ料をまでに提出することをٻめた。

2.6.2　上記宿題事項以外の会議の結論
・  ϑランス，ドイπ，ӳ国の各ઐՈに各国意ݟに

ؔするৄࡉ提Ҋ（ཁすれ，意ݟのഎܠとなる情
報にؔしても）の提出をٻめることとした。 

のஈ֊ɿ1L࣍  ・ は॓事߲のࢿ料をडྖ࣍ୈૣٸ

にվ定Ҋจを配し，それにରする意ݟをٻめる。
その意ݟをߟ慮して 1L は࣍のஈ֊をୈ 2 作業࣍
Ҋݪ WD とするか（よりਐΜͩஈ֊で͋る）ҕ
һձݪҊ CD とするかをܾ定する。

2.7　（ISO 16001改正の）文書作成日程：（֘
でのٕज़のਐาがいことから，作業に期をかける
のは٫ってෆ適切として）1L は I4O 16001 վ正作業
を 2 以内で発ߦஈ֊として了することとし，ࠓ回
I4O 16001 վ正でରとするのは内に商業的に使用
可能なٕज़をରとし（よりਐΜٕͩज़は࣍回վ正時
に検౼とすることを提Ҋし），ࢀ加ऀの同意をಘた。
 




